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概要 

 
本報告では前回報告した「実験室の法規制」のそ

の後について述べる。 

前回報告と同様に筑波大学プラズマ研究センターの「複

合ミラー型プラズマ閉じ込め実験装置 ガンマ１０」に

おける実験遂行に係る法規制を取り上げる。各論について

適用除外になるものと変更のないものは省き、新規と大学

法人化によって変更となったもの、又は補足を必要とする

ものに限って述べる。項目の並びは供給されるエネルギー

の上流から順を追っている。 

平成１６年度の国立大学法人化を機にプラズマ研究セ

ンターは「全国双方向型共同研究施設」となり、今迄の部

局内の教職員学生による実験だけではなくなるので、広く

安全の徹底、周知が必要となってきた。一般に様々の法令

規則にあって事業所での安全教育が義務付けられている

が、今迄は年度初頭のセンター安全講習会で全体を網羅で

きた。新しい体制では、期間を限って実験に参加する他大

学等からの研究者たちへの適用について、安全の遂行と周

知、その内容と方法を早急に検討しなければならなくなっ

た。この件に関してはプラズマ研究センター防災安全管理

委員会副責任者を中心として、係る諸々の法律に照らして

体系的にテキストとして纏めた。 

 

各論 

 

１ 立型電動発電機設備軸受用タービン油

大量使用 

危険物第４類第３石油類タービン油7900リットル 

を立型電動発電機軸受に使用。 

消防法第１０条及び同別表、危険物の規制に関する

政令第３条第４号により、指定数量３．９５倍「一般

取扱所」とされる。 

プラズマ研究センターにおいては当該設備での開口部

が小さいので油蒸発量は少ない。この点については日常点

検で監視している。従って予備の補充用油のタンクは設置

していない。これとは別に電動発電機の分解点検が数年ご

とに行われているが件の予備タンクを持ち合わせていな

いので、該当する油の入れ換えはタンクローリーにて古い

油を回収し、同様に新しい油の充填はタンクローリーから

の供給による。ところでこの一連の交換作業については、

本来の取扱所の許可を受けた作業に含まれていないので、

別途に消防法第１６条の５軽微変更として作業許可申

請をしなければならない。少なくとも事前に当該消防

署に指導を仰ぎ、手続等を確認しておくのが望ましい。 

又、平成１６年１１月に消防署の危険物施設立ち入

り検査があった。そこで、今迄は当初のタービン油と

して第３石油類（指定数量2000リットル）で申請、認

可されていたが実際は第４石油類（指定数量3000リッ

トル）であることの指摘を受けた。従い消防法第１１

条の４第１項、危険物の規制に関する規則第７条の

３により指定数量の倍数変更届けを行う予定である。 

なお、つくば市における消防法関係は、高圧ガス保安法で

の部局ごとの手続きを要請されているのとは逆で、当該消

防署より大学一括の窓口を求められており、平成１５年度

までは経理部管財課が対応窓口となっていた。平成１

６年度の法人化で大学の組織改変に伴い、環境安全管理

室が立ち上がったので財務部資産管理課（旧経理部管財

課）と連携して取りまとめ調整を行うようになった。 

 

２ 真空容器内の酸素欠乏 

プラズマ閉じ込め実験装置ガンマ１０では核融合を目

指して、より良いプラズマを生成するために、真空容器の

高真空を維持していることは既に述べた通りである。装置

が実験中であれば当然のことながらその雰囲気内にひとが

入ることはない。 

ところで実験の準備、ときにはトラブルで計測器の交換、

調整、又は新たな取り付け等により、ガンマ１０真空容器

を大気に解放する必要の生ずることがある。その際には、
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その後の排気を考慮し、アルゴンガスを真空容器内に単分

子層相当分導入して吸着させ、次いで乾燥窒素ガスを大気

圧まで充填している。その後の作業として真空フランジを

外す。 

以上が大気にするまでの一連の作業であるが、多くの場

合、真空容器の中にひとが入ることがある。そこで真空を

破った真空容器内のガスを、いわゆる空気に置換しなけれ

ばならない。前のアルゴンガスを導入した意図を考慮し、

空気への置換は静かに行う。ガンマ１０の場合、凡そ１

日かけて空気に置換する。その上で実際には、安全の

ため容器内の酸素濃度の測定を行い、酸素濃度２０％

以上になったことを確認してから必ず２人ペアで容器

内に入るようにしている。当然その際、容器内と外との連

絡係を兼ねて監視者の配置を行っている。因みに労働安全

衛生法、酸素欠乏症防止規則による酸素欠乏濃度は１８％

で、前述の測定器は真空容器内の酸素濃度が１８％以下に

なった際は警報を発するようになっている。 

労働安全衛生法第６１条第1項による第2種酸素欠乏

危険作業主任者技能講習の受講も進めている。 

 

３ 電子ビーム用絶縁油貯蔵 

地下貯蔵タンクにて危険物第４類第３石油類

絶縁油10000リットル を貯蔵。 

消防法第１０条及び別表、危険物の規制に関する

政令第２条第４号にて指定数量１０倍、「地下タンク

貯蔵所」とされる。これは親装置の都合で前回報告したよ

うに現在は休止中である。 

近年、地下に埋設されている危険物貯蔵施設からの漏洩事

故が多発することから直埋設備に対する安全点検を厳しく

する目的のため規則改正が行われた。定期点検の周期、漏

れの点検方法及び判定基準の見直しを図り、平成１６年度

より施行されることになった。 

危険物の規制に関する規則第６２条の５の２、

同じく第６２条の５の３、危険物の規制に関する

技術上の基準の細目を定める告示第７１条、第７１

条の２により当センターの設備も適用を受けることと

なった。斯様な状況のもとで該当設備の将来の使用計画も

含め現在、対応を検討中である。廃止手続きも候補の一つ

にしている。 

 

４ 高周波設備 

ＭＨｚ帯、ＧＨｚ帯の大電力高周波 を用いるプラズマ

加熱装置がある。 

２８ＧＨｚの電子加熱用とＭＨｚ帯のイオン加熱用と

である。 

電波法第１００条第２項により該当設備として扱われる。周囲

の状況を鑑みての手続きを進めている。 

 

５ 放射線被曝モニター 

法律的には前回記したように一切の問題は無いが、概要

に記したように全国の共同研究者が共に実験を行うので、

センターで自主的に装着しているガラスバッヂを共同研

究者も同様に装着し、モニターするようにしている。 

ガラスバッヂのエリアモニターばかりでなく、ガン

マ１０ではⅩ線を用いたプラズマの電子温度測定をし

ているので、このデータもクロスチェックの役に立ってい

る。 

 

６ クレーン 

床上操作クレーンが２基ある。 

 定格は １５トン／３トン １基、１０トン／３トン 

１基 である。 

昭和５０年代、センター実験棟建設時に設置され、人事

院規則第７条により大学事務局が管理を行ってきた。平成

１６年度の法人化により労働安全衛生法の適用を受ける

ようになり、蓋を開けてみたらクレーン設置届が未提出で

あることが判明した。遅蒔きながらクレーン設置申請を土

浦労働基準監督署へ提出し、落成検査を受けた。使用、運

転に関しては従来から労働安全衛生法に従い遂行してき

ているので問題はない。 

別棟の天井走行クレーンについては日常に使用してお

らず、前回報告に記した立型電動発電機の分解点検の次な

る機会に同様の手続きを行うことにしている。 

 

７ 洗浄用有機溶剤 

アセトンとエタノールの使用及び消費量は前回報告と

変わっていない。今回補足する要件として、超音波洗浄時

用の簡易型ダクトを設置した。また労働安全衛生法第６１

条第１項による有機溶剤作業主任者技能講習を職員が自

主的に受講した。今までも事故を防ぐためにゴーグルの使

用、換気の励行等を進めてきたが、更に一層の安全が計ら

れることになった。 
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８ 電気回路操作作業 

前回述べたように現行の作業手続きで法律上の問題は

ないが、大きな安全のために自主的に当該作業にかかる資

格、労働安全衛生法第５９条第３項、電気取扱（低圧）（高

圧）特別教育受講を計画中である。 

 

おわりに 

 

国立大学法人化を前にした２年前より様々な法規制の

検討と整理を行ってきたが、実際には時間切れで法人化に

突入してしまった。他所の大学でも進捗状況に差異が見ら

れる。しかし遅蒔きながらでも処理を進めなければならな

い程、積み残したものや懸案事項が山積している。労働基

準監督署等や他機関の先輩に指導を受けられるうちに処

理を進めたいと思っている。 

更に、最近の法規の特徴は、本家の法律は理念や概要を

示し、具体的な数値等は規則に委ね、改正を行い易くして

いる。従い、個々の規則が、技術の向上や社会状況を反映

して頻繁に改正になるので、対応はこまめにしなければな

らない。 
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